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神戸本店三宮センター街Ｔｅ1 . 0 7 8 ( 3 3 2 ) 2 1 3 5 - 6
エルベ店センターフラザＩＦＴも1 . 0 7 8 ( 3 3 2 ) 2 8 2 9
レノマ店三宮センター街Ｔも1 . 0 7 8 ( 3 3 2 ) 0 7 8 0 . 0 7 8 8
ｼ ﾔ ｺ ﾂ ｸ 店三宮本通りＴｂ1 . 0 7 8 ( 3 3 2 ) 4 8 5 8
さんちか店さんちかローザアペニユー. T E I ､ 0 7 8 ( 3 2 1 ) 2 6 7 8
イヴサンローﾗﾝ店そごう神戸店本館3ＦＴも1.078(261)2922

大阪三番街店阪急三番街Ｔｅ1 . 0 6 ( 3 7 4 ) ０１３７
ﾅ ピｵ 店N A V l O 阪急3 Ｆ泥1 . 0 6 ( 3 1 6 ) 1 3 0 3 ～４
ミナミ店虹の街泥1 . 0 6 ( 2 1 3 ) 6 1 2 8
近鉄店上本町近鉄百貨店3 ＦＴも1 . 0 6 ( 7 7 3 ) I l l 7

東京銀座店ニユーメルサl F T 1 3 L O 3 ( 5 7 4 ) 8 0 1 2
銀座エルベ店銀座メルサｌＦＴｅ1 . 0 3 ( 5 6 4 ) 5 6 2 5
東急店東急百貨店ＩＦＴ1 6 1 . 0 3 ( 2 7 1 ) 6 7 7 8
自由ケ丘店ニユーメルサ自由ケ丘Ｔｅ1 . 0 3 ( 7 2 4 ) 8 8 8 8
日比谷店日比谷シヤンテ1 Ｆ泥1 . 0 3 ( 5 0 1 ) 1 8 7 1

面

恐い塗,雷:る、
想い錨グﾗ 刃河

忘れられない想い出力式また､ ひとつ．…｡ ．

Ｌ

風の香りに､ さわやかさを感じたら、

バカンスに､ さよなら。

鮮やかな色のチョークで描いた、
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／
しあわせ仕度､してますか。

マーブライダルフェア

●

a.m.－５:00p.m.●２．３階

ダﾙｼｮｰ':30"-2:30鯉皿１露宴５:30p.m.-7300p.m.
ございますので､ 宴会予約係までお申し込みくださいｃ

同時開催しブライダルゼミナール
あなたのベストカラー
講師・カラーアナリスト犬用欠圭子

・Ｗ 間
■■

協賛。 オリエンタルホテル
言'〒6Ｗ撫繍WS霧地〔写真〕大橋写真館・岡本写真館〔結納品〕遠藤福寿堂〔招待状〕松本欧文堂〔ハネムーン〕日本公通公社神戸南京町支店〔ビデオ提影〕日本綜合テレビ・神戸映画〔衣裳〕中川衣裳店・井筒屋・神戸京屋．北野坂

〔引出物〕高島屋・豊美堂〔家具〕インテルナきたむら〔装花・ブーケ〕神港フラワー・マチフラワー．フローラルツカサ
偉容･着付〕弥生美容院〔音楽･司会〕ｵズプﾛﾓｰｼｮﾝ･ﾌﾞﾘﾘｱﾝ
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ポ
ル
ト
ガ
ル
御
影
石
の
床
、
ト
ー
ネ
ッ
ト
の
椅
子
、
口
イ
ヤ
ル
ド
ル
ト
ン
の
食
器

皐
川
農
嬢
卿
績
に
鰯
雲
証
て
簿
菓
子
と
訓
難
を
１
．
線
神
戸
三
富
庵

潮 』

神戸サブレ六甲の風

Ｇ、ＳＥＮＣＯＮＦＥＣＴＣＯ. , ＬＴＤ、
回本社工埋中央区神若通7 0 7 8 - 2 4 1 - 1 1 0 1 ㈹
口布引店国体通路生田川角0 7 8 - 2 4 1 - 1 1 0 5
回三宮店三宮ｾ ﾝ ﾀ ｰ 街0 7 8 - 3 2 1 - 1 0 1 8

０９ｐ''三差撚

騒
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＃
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■ 【
●
神
戸
つ
げ
剛
し

守

〃
棚
パ
ー
ル
プ
リ
ン
セ
ス
〃
今
年
で
第
８
回
目
を
迎
え
た
が
、
全
国
か
ら
の
応
募
者
１
６
６
３
人
の
中
か
ら
、
７
月
２
日
に
代
表
プ
リ

ン
セ
ス
に
選
ば
れ
た
の
が
こ
の
人
。

昭
和
蛇
年
３
月
”
日
、
中
央
区
北
野
町
生
ま
れ
。
父
親
が
デ
ン
マ
ー
ク
人
で
外
国
商
船
の
機
関
長
、
母
親
が
日
本
人
。
神
戸
に
似
合
う

エ
ギ
ゾ
チ
ッ
ク
な
顔
立
ち
。
小
学
校
２
年
ま
で
聖
ミ
カ
エ
ル
国
際
学
校
で
学
び
、
２
年
途
中
か
ら
マ
リ
ス
ト
国
際
学
校
へ
進
ん
だ
。
世
に

い
う
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
で
あ
る
。
卒
業
後
英
会
話
学
校
の
講
師
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
、
通
訳
な
ど
を
経
て
、
現
在
は
ミ
ニ
Ｆ
Ｍ
局
の
Ｄ
Ｊ
、

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
英
会
話
教
師
な
ど
を
し
て
い
る
。
仕
事
が
多
彩
な
ら
趣
味
も
多
彩
で
、
音
楽
、
読
書
、
料
理
、
編
物
、
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ

ル
、
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
な
ど
。
ま
た
８
年
間
研
修
し
て
い
る
い
け
ぱ
な
（
小
原
流
）
は
准
教
授
の
腕
前
。

今
回
は
冗
談
半
分
で
応
募
し
た
そ
う
で
、
会
場
で
名
前
を
呼
ば
れ
た
時
も
誰
の
こ
と
か
わ
か
ら
ず
ぼ
ん
や
り
と
し
て
い
た
と
の
こ
と
。

し
か
し
今
は
里
具
珠
を
も
っ
と
カ
ジ
ュ
ア
ル
に
使
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
で
す
ね
。
」
と
、
年
間
、
回
行
わ
れ
る
国
内
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
向
け
て
意
欲
満
々
。
ま
た
来
年
２
月
に
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
開
か
れ
る
ジ
ュ
エ
リ
ー
シ
ョ
ー
に
参
加
す
る
。

将
来
は
、
と
の
質
問
に
「
結
婚
し
た
後
、
自
宅
で
外
国
の
方
に
い
け
ば
な
を
教
え
る
の
が
夢
な
ん
で
す
。
」
と
の
こ
と
。
さ
す
が
バ
ィ
リ

真
珠
の
よ
う
に
輝
い
て

ン
ガ
ル
。 ●
中
央
区
生
田
町
在
住

戸
つ

『

〈
北
野
町
に
て
〉

"一

一

が 川
崎
理
央

一Ｌ、j f L 目

と■画”一、Ｆｆ剣
〈
代
表
パ
ｉ
ル
プ
リ
ン
セ
ス
〉
カ
メ
ラ
・
池
田
年
夫
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１
３０
１

本
誌
は
昭
和
副
年
に
創
刊
蝿
周
年
記
念
と
し
て
神
戸
文
学
賞
・
神
戸
女
流
文
学
賞
を
創
設
い
た
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
左
記
の
通
り
に
各
賞
の
受
賞
作
が
決
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
第
ｎ
回
の
募
集
よ
り
、
さ
ら

に
質
の
向
上
を
は
か
る
た
め
「
神
戸
文
学
賞
」
の
名
称
に
統
一
、
受
賞
作
を
一
作
品
と
し
て
、
現
在
、
広

く
作
品
を
募
集
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

。
第
一
回
神
戸
文
学
賞
「
島
之
内
ブ
ル
ー
ス
」
（
田
扉
新
Ⅱ
尼
崎
市
）
同
女
流
文
学
蛍
「
ペ
ッ
ト
の
背
景
」
（
小
倉
弘
子
Ⅱ
大
阪
市
）

。
第
二
回
神
戸
文
学
賞
「
姥
捨
て
」
（
奥
野
忠
昭
Ⅱ
大
阪
府
柏
原
市
）
「
生
直
（
吉
蜂
正
人
Ⅱ
神
豆
巾
）

（
こ
の
回
の
神
戸
女
流
文
学
賞
は
該
当
な
し
で
、
神
一
辱
寧
賞
を
二
作
が
受
賞
）
、

。
第
三
回
神
冨
全
食
「
自
由
と
正
義
の
水
た
ま
２
（
蒼
竜
一
Ⅱ
奈
良
恵
同
女
流
文
学
蛍
「
夢
の
消
滅
」
（
大
原
由
記
子
Ⅱ
高
知
市
）

・
第
四
回
神
一
戸
文
学
世
「
溶
け
る
腿
（
高
木
敏
克
Ⅱ
神
戸
恵
同
女
流
文
学
賞
「
影
と
楼
む
」
（
田
口
佳
子
Ⅱ
伊
丹
市
）

・
第
五
回
神
戸
文
学
賞
Ⅱ
該
当
作
な
し
、
同
女
流
文
学
賞
「
痕
跡
」
（
久
保
田
匡
子
Ⅱ
大
阪
市
）

・
第
六
回
神
戸
文
学
賞
「
ガ
チ
ャ
マ
ン
」
（
南
溌
駕
１
神
亘
巴
同
女
流
文
学
食
Ⅱ
該
当
作
な
し

・
第
七
回
神
戸
文
学
賞
「
凶
鳥
の
群
」
（
徳
留
節
Ⅱ
京
都
市
）
同
女
流
文
学
賞
「
花
い
ち
も
ん
め
」
（
新
光
江
Ⅱ
鳥
取
市
）

・
第
八
回
神
戸
文
学
批
「
昔
の
眠
」
（
服
部
洋
介
Ⅱ
神
豆
＄
同
女
流
文
学
賞
「
蕎
薮
の
詮
音
」
（
菊
池
隣
杷
Ⅱ
愛
媛
県
）

・
第
九
回
神
戸
女
流
文
学
賞
「
ス
ト
ラ
ル
プ
ラ
グ
」
（
桑
井
朋
子
Ⅱ
高
石
市
）
「
い
ち
じ
く
」
（
字
山
翠
Ⅱ
北
九
州
市
）

（
こ
の
回
の
神
戸
文
学
賞
は
該
当
な
し
で
、
神
戸
女
流
文
学
貧
を
二
作
が
受
賞
）

・
第
十
回
神
一
宮
文
学
賞
「
ぉ
ど
ん
ナ
海
賊
」
（
塚
田
照
夫
Ⅱ
長
崎
市
）
「
オ
レ
ン
ジ
色
の
闇
」
得
木
か
な
子
Ｉ
神
亘
巾
）

・
第
十
一
回
遡
戸
文
学
賞
「
限
父
起
（
田
能
ェ
世
子
Ⅱ
茨
木
西
（
こ
の
回
よ
り
神
戸
寺
享
賞
と
同
女
流
文
学
賞
を
一
士
花
）

・
第
十
二
回
迦
戸
文
学
世
「
勢
食
い
魚
の
ブ
ル
ー
グ
ッ
ド
バ
イ
」
釜
谷
か
お
る
Ⅱ
高
砂
市
）

こ
こ
に
第
週
回
文
学
賞
を
公
募
す
る
に
あ
た
り
、
多
数
の
意
欲
的
御
投
稿
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
清

新
か
つ
強
力
な
作
品
の
出
現
を
期
待
す
る
次
第
で
す
。

八
募
集
要
項
Ｖ

一
、
受
賞
作
品
発
表
は
本
誌
昭
和
六
十
四
年
新
年

一
、
応
募
作
品
は
小
説
と
し
、
応
募
資
格
は
問
い
号
誌
上
で
、
同
号
よ
り
作
品
を
掲
載
し
ま
す
。

ま
せ
ん
。
た
だ
し
応
募
作
品
数
は
一
篇
に
限
り
一
、
原
稿
の
返
却
、
選
考
経
過
な
ど
に
関
す
る
問

ま
す
。

い
合
わ
せ
に
は
応
じ
か
ね
ま
す
。

一
、
応
募
作
品
は
未
発
表
原
稿
、
ま
た
は
締
切
以
一
、
受
賞
作
品
の
著
作
権
は
本
誌
に
属
し
ま
す
。

前
、
一
年
未
満
に
発
行
の
同
人
誌
に
掲
栽
し
た
一
、
受
賞
作
品
に
は
副
賞
と
し
て
賞
金
三
拾
万
円

も
の
に
限
り
ま
す
。

が
贈
ら
れ
ま
す
。

一
、
原
稿
枚
数
は
四
百
宇
詰
、
枚
。

一
、
原
稿
の
送
り
先
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、
神
戸

一
、
原
稿
に
は
住
所
、
本
名
、
年
齢
、
職
業
、
略
市
中
央
区
東
町
一
一
三
の
一
大
神
ピ
ル
九
階

歴
を
明
記
し
、
四
百
字
程
度
の
作
品
梗
概
を
つ
月
刊
神
戸
っ
子
「
神
戸
文
学
賞
係
」
ま
で
。

け
て
下
さ
い
。

電
話
○
七
八
’
三
三
一
’
二
二
四
六

一
、
締
切
り
は
八
月
三
十
一
日
（
当
日
消
印
有
効
）

八
選
考
委
員
Ｖ
杜
山
悠
・
武
田
芳
一
・
鄭
承
博

口
第
禍
回

神
戸
文
学
賞
作
品
募
集

主
催
／
月
刊
神
戸
っ
子
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■

戸
っ
子

一
一一

十
四
歳
の
五
輪
日
本
代
表
森
下
恵
子
ソ
ウ
ル
五
輪
圏
参
代
零
…
池
田
年
夫

さ
わ
や
か
な
笑
顔
、
屈
託
の
な
い
表
情
、
そ
ん
な
言
葉
が
ぴ
っ
た
り
と
当
て
は
ま
る
神
戸
大
付
属
住
吉
中
二
年
生
の
彼
女
が
、
背
泳
ぎ

で
ソ
ウ
ル
五
輪
日
本
代
表
と
な
っ
た
森
下
恵
子
選
手
で
あ
る
。
東
灘
区
に
在
住
の
彼
女
は
小
学
校
一
年
生
の
時
か
ら
水
泳
を
始
め
、
四
年

生
か
ら
西
宮
イ
ト
マ
ン
Ｓ
・
Ｓ
で
本
格
的
に
水
泳
に
取
り
組
み
だ
し
た
と
い
う
。
水
泳
ニ
ッ
ポ
ン
の
再
建
を
担
う
女
子
選
手
は
十
一
人
で
、

そ
の
う
ち
中
学
生
は
三
人
。
選
手
の
平
均
年
令
が
下
が
っ
て
い
る
中
で
伸
び
盛
り
の
中
学
生
か
ら
今
回
、
三
人
も
選
出
さ
れ
た
こ
と
は
日

本
の
水
泳
界
に
と
っ
て
、
実
に
頼
も
し
い
限
り
で
あ
る
。

森
下
選
手
が
競
技
会
へ
初
め
て
参
加
し
た
時
の
動
機
が
実
に
ユ
ニ
ー
ク
で
、
「
参
加
賞
の
景
品
が
欲
し
か
っ
た
か
ら
。
」
だ
そ
う
だ
。
ソ
ゥ

ル
に
向
け
て
周
り
か
ら
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と
い
う
も
の
も
今
は
そ
ん
な
に
感
じ
て
な
く
て
、
有
名
な
選
手
に
た
く
さ
ん
会
う
事
が
出
来
る
、

と
か
、
ソ
ウ
ル
の
街
を
観
る
事
が
出
来
る
、
と
い
っ
た
事
に
素
直
な
嬉
び
を
表
わ
し
て
い
た
。
や
は
り
新
人
類
選
出
は
我
々
が
考
え
る
ほ

ど
、
緊
張
感
を
感
じ
る
よ
り
も
置
か
れ
た
立
場
の
中
で
愉
し
み
を
見
出
す
の
が
上
手
い
。

ま
だ
ま
だ
伸
び
盛
り
に
あ
る
森
下
選
手
。
こ
の
若
干
辿
歳
の
彼
女
の
尊
敬
す
る
選
手
は
、
ジ
ャ
ン
ル
は
違
う
の
だ
が
、
カ
ル
ガ
リ
ー
、

ソ
ウ
ル
両
大
会
出
場
に
決
定
し
た
橋
本
聖
子
選
手
、
近
く
に
い
る
だ
け
で
存
在
感
が
伝
わ
っ
て
く
る
と
い
う
の
が
理
由
だ
そ
う
だ
。

ソ
ウ
ル
を
ひ
と
つ
の
ス
テ
ッ
プ
に
ま
す
ま
す
大
き
く
成
長
し
て
い
く
彼
女
が
愉
し
み
で
あ
る
。

〈
西
宮
イ
ト
マ
ン
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
に
て
〉

【
⑳
神
戸
っ
子
祁
】

●

典

。
。
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二
公賓
西も”
§＝＝

加
年
前
、
青
少
年
や
海
外
か
ら
の
留

学
生
、
そ
し
て
市
民
の
み
な
さ
ん
に
古

典
芸
能
で
あ
る
「
狂
言
」
を
楽
し
ん
で

も
ら
お
う
と
奉
仕
活
動
と
し
て
は
じ
め

た
の
が
神
戸
生
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

と
、
神
戸
補
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
、

そ
れ
に
神
戸
市
民
文
化
振
興
財
団
神
戸

文
化
ホ
ー
ル
と
の
共
催
に
よ
り
好
評
を

得
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
そ
の
仕
掛
人

が
「
能
」
に
造
詣
深
い
久
保
福
造
さ
ん

で
す
。
能
は
知
っ
て
い
て
も
「
狂
言
」

は
知
ら
な
い
、
判
ら
な
い
と
い
う
人
達

が
多
く
、
小
学
生
の
教
材
に
な
っ
て
い

て
も
狂
言
の
実
演
を
観
た
こ
と
も
な
い

若
い
先
生
達
は
困
っ
た
こ
と
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
特
に
東
、
西
の
狂
言
界
宗

家
に
よ
る
演
技
披
露
で
な
け
れ
ば
目
的

を
誤
る
こ
と
も
あ
っ
て
大
変
、
交
渉
に

骨
を
お
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
す
で
に

先
年
、
逝
っ
て
し
ま
わ
れ
た
大
蔵
流
の

人
間
国
宝
、
茂
山
千
作
先
生
は
老
骨
を

お
し
て
こ
の
奉
仕
に
ご
参
加
下
さ
っ
て

遂
に
慣
例
の
な
い
東
西
合
同
狂
言
会
が

誕
生
し
た
の
で
す
。
束
の
和
泉
流
、
野

村
万
之
丞
、
万
作
ご
兄
弟
も
加
年
間
休

む
こ
と
な
く
ご
出
演
を
い
た
だ
き
、
今

何
は
第
１
部
小
学
生
二
千
名
を
招
待
し
、

「
狂
言
」
の
も
つ
時
代
背
景
が
鎌
倉
期

な
が
ら
現
代
に
通
じ
る
す
ば
ら
し
い
抽

象
芸
術
を
「
笑
い
」
の
中
か
ら
人
間
模

様
と
し
て
観
賞
し
て
も
ら
え
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
の
文
化
奉
仕
を
す
る
裏
方
ば
か
り
の

グ
ル
ー
プ
で
す
。

連
絡
先

神
戸
市
中
央
区
中
山
手
通
２
丁
目
１
１
Ⅱ

ニ
ュ
ー
イ
ク
タ
ビ
ル
３
Ｆ
（
弧
）
０
１
０
８

（
写
真
は
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
に
て
）

；

'蕊。
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■
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古
典
を
楽
し
み
つ
つ

生
涯
の
糧
に

小
島
正
子
苦
典
を
楽
し
む
会
主
宰
〉

戦
坐
後
の
三
十
年
、
東
京
で
高
校
教
師

と
し
て
過
し
た
私
に
は
、
十
代
の
頃
か

ら
こ
よ
な
く
愛
し
て
来
た
古
典
文
学
が

受
験
用
の
教
材
と
し
て
切
り
刻
ま
れ
て

い
る
状
態
に
堪
え
ら
れ
ず
、
お
と
な
の

同
好
の
人
た
ち
に
働
き
か
け
て
、
よ
り

全
人
的
に
古
典
を
味
わ
え
る
人
を
ふ
や

そ
う
と
し
て
作
っ
た
の
が
こ
の
会
で
す
。

会
の
名
を
「
読
む
会
」
や
「
学
ぶ
会
」

で
な
く
、
「
楽
し
む
会
」
と
し
た
の
も
、

単
に
「
読
む
」
「
学
ぶ
」
よ
り
は
一
段
と
深

い
「
楽
し
む
」
の
境
地
に
到
達
し
て
頂

き
た
い
願
い
か
ら
で
す
。

原
文
主
義
と
完
読
主
義
を
と
っ
て
い

ま
す
の
で
、
「
源
氏
物
語
」
の
よ
う
な
長

編
は
読
了
に
長
い
年
月
を
弊
し
ま
す
が
、

「
生
涯
学
習
」
が
会
の
モ
ッ
ト
ー
で
す
。

一
ク
ラ
ス
十
人
程
度
の
小
人
数
を
旨

と
し
ま
す
の
で
、
サ
ロ
ン
ふ
う
な
雰
囲

気
で
、
質
問
に
、
感
想
に
、
女
性
論
の

ト
ー
ク
に
と
、
思
い
き
り
お
し
ゃ
べ
り

を
楽
し
ん
で
頂
く
場
で
も
あ
り
ま
す
。

品
初
の
ク
ラ
ス
は
‐
ｒ
一
年
前
東
京
に

生
れ
た
の
で
す
が
、
私
が
郷
里
の
神
戸

に
帰
っ
て
以
来
、
当
地
に
も
同
様
の
ク

ラ
ス
が
幾
つ
か
生
ま
れ
、
今
で
は
神
戸

の
ほ
う
が
主
流
に
な
っ
て
い
ま
す
。

年
に
一
、
二
Ｍ
古
典
の
維
台
を
訪
れ

て
現
地
に
立
つ
体
験
を
す
る
「
移
動
教

室
」
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
日
は
〃
「
源

氏
物
語
」
須
膳
・
明
石
の
跡
を
歩
く
〃

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
光
源
氏
の
モ
デ
ル

在
原
行
平
の
伝
承
の
あ
る
一
絃
琴
を
聞

か
せ
て
頂
く
た
め
、
こ
こ
須
磨
寺
を
訪

れ
て
お
り
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は
女
性
ば

か
り
の
よ
う
に
兇
え
ま
す
が
、
他
に
少

数
な
が
ら
男
子
会
典
も
お
ら
れ
ま
す
。

会
と
し
て
は
も
っ
と
男
性
メ
ン
バ
ー
の

ふ
え
る
こ
と
を
望
ん
で
お
り
ま
す
。

連
絡
先

神
戸
市
東
灘
区
田
中
町
２
１
５
１
帽

「
古
典
を
楽
し
む
会
」
０
７
８
（
州
）
５
０
１
２

（
写
典
は
須
磨
寺
に
て
）

灘
番
勤
禰

；

あ

今

尽
定
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一
大
阪
の
未
来
を
リ
ー
ド
す
る

崖
ダ
イ
キ
ン
工
業
社
長
関
西
経
済
連
合
会
副
会
長

新しい関西を創造する総合雑誌

８月号好評発売中¥5 8 0 (隼禰繭）
●ピッ》
山
田
稔

いま注目のアジアパワー
●ｿｳﾙｵﾘﾝピｯｸ'88記念韓国特集
船と車で行く
韓国縦断

｡ 〔今月の視点〕田中国夫

特 集
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；Ｇ今
ブライダル特集
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鍬入れ式の模様

》
【
」

こ
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圃
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齢
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い

ざ
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■

繍議

☆ハーバーランド地下街
建設工事起エ式

可
型

枠
買
塵

亜マ

●コウベスナップ

､

､

約締結 当日は多数の来賓も出席

ス

零馬
可

" 一色が｡ 梱し

画

一堂吾凸さ
輔審』『

一

f 牽辿浄寺云市封紬声 . １，種車得 高雄ＪＣとの盟

笹山助役の挨拶ハーバーランド完成模型を囲孔で

ハーバーランド地区と周辺市街地を結ぶハーバーランド地下
街建設工事起工式が６月2 3 日、ＪＲ神戸駅南駅前広場において
開かれた。当日は約2 0 0 名が参加、事業費は約1 1 5 億円。６５年度
完成予定で既存のサンこうべ地下街とＪＲ神戸駅とが連絡し、
店舗・地ド広場・ギャラリー・ショーケース等ウォーターフロ
ントのモデルとして今後期待される。

『 功

Ｉ

７月９日、神戸ポートピアホテルにて、社団法人神戸青年会
議所（西村理理事長）創立3 0 周年記念式典が、千名の出席を
みて盛大に開かれた。ハイライトは、中華民国高雄市国際青年
商会（高雄青年会議所）との姉妹青年会議所盟約締結調印式。
また西村理事長から、「ブレーン会議2 1 ｣ の設置と、５年後の神
戸への国際青年会議（ＪＣＩ）の世界大会誘致が宣言された。

☆3 0 周年を迎えた
神戸ＪＣ

毎

》
一
」

』
《 摩噂

鰯
繍
一

擁謝
一
一
一

今
毒
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一
一
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美
の
小
箱

う
ぶ
か
た
た
か
は
る

生
形
貴
春

文
・
乾
由
明
く
美
術
評
論
家
〉

生
形
貴
春
の
仕
事
は
、
こ
の
数
年
間
に
着
実
な
進
展
を
み
せ
て
い
る
。
と
く
に
兵
庫
県
立
近
代
美
術
館

の
「
ア
ー
ト
ナ
ウ
」
展
に
出
品
し
た
一
九
八
五
年
頃
か
ら
、
制
作
意
図
の
明
確
な
独
自
な
作
風
が
創
り
出

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
う
。

最
近
に
お
け
る
生
形
の
作
品
は
、
ト
ガ
の
木
、
ス
テ
ン
レ
ス
・
ワ
イ
ヤ
、
ス
ピ
ン
ド
ル
・
テ
ー
プ
な
ど

を
組
み
合
わ
し
た
、
き
わ
め
て
軽
快
な
立
体
で
あ
る
。
し
か
し
異
質
な
素
材
に
よ
る
た
ん
な
る
構
成
的
な

た
わ

造
形
で
は
な
く
、
そ
こ
で
は
細
長
い
木
の
板
を
焼
め
た
と
き
に
生
じ
る
、
も
と
へ
戻
ろ
う
と
す
る
つ
よ
い

張
力
が
基
本
と
な
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
張
力
を
し
め
す
フ
ォ
ル
ム
が
い
く
つ
か
あ
つ
ま
っ
て
、
均
衡
の

あ
る
ひ
と
つ
の
全
体
を
創
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
生
形
の
作
品
に
お
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
素
材
が

引
っ
張
り
合
う
関
係
か
ら
生
じ
る
空
間
が
重
要
と
な
る
。
つ
ま
り
そ
れ
は
、
眼
に
見
え
な
い
「
空
間
」
を
、

緊
張
し
た
力
の
充
満
す
る
場
と
し
て
、
眼
に
見
え
る
よ
う
に
し
た
仕
事
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
近
作
で
は
、
作
品
そ
れ
自
体
よ
り
も
、
作
品
の
置
か
れ
る
空
間
や
環
境
が
大

き
な
意
味
を
も
っ
て
く
る
。
最
近
の
生
形
が
、
画
廊
の
ス
ペ
ー
ス
全
体
を
作
品
化
す
る
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ

ョ
ン
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、
当
然
と
い
っ
て
よ
い
・
だ
が
そ
の
成
果
は
、
ま
だ
か
な
ら
ず
し
も
十
分

あ
が
っ
た
と
は
い
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。
個
々
の
作
品
の
フ
ォ
ル
ム
に
優
れ
た
造
形
の
才
能
を
発
揮
し
た

こ
の
作
家
が
、
さ
ら
に
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
豊
か
な
空
間
の
創
造
へ
と
飛
躍
す
る
こ
と
を
、
期
待
し
て
や

ま
な
い
。

新
し
き
ク
リ
エ
ー
タ
ー
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、塞妻三三三雪言一一へ一二一
一

グー一一グー一一 巽墾一一、房
君畠偶

一

張力体 1 9 8 8 年生形貴春
1 9 4 8 年大阪市に生まれる
1 9 7 1 年花園大学文学部日本史学科卒業

第' 0 回現代日本美術展（東京都美術館）
1 9 8 1 年第１５回現代日本美術展（〃
1 9 8 2 年第1 4 回日本国際美術展（〃
1 9 8 3 年第1 6 回現代日本美術展（〃
1 9 8 4 年アート･ ナウ’8 ４（兵庫県立近代美術館）
1 9 8 5 年アート･ ナ’’8 ５（〃
1 9 8 6 年個展（信濃橋画廊）
1 9 8 7 年個展（〃）
1 9 8 8 年現代作家立体小品展（ワコール銀座アートスペース．Ｇ・マロニエ）

個展（ガレリア．ノイ、ＡＢＣギャラリー）

Lｊ

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m


